
Ｃ
Ｉ
Ｓ
経
済
続
含
と
石
油

天
然
ガ
ス

本
稿
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
経
済
統
合
の
背
景
に
あ
る
石

油

・
天
然
ガ
ス
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
筆
者
は
、
『Ｃ
Ｉ
Ｓ

旧̈
ソ
連
空
間

の
再
構
成
』
所
収
の
拙
稿

「経
済
統
合
―
―
旧

ソ
連
経
済
空
間
の
解
体
と
の
対
照
」
の
な
か
で
、

Ｃ
Ｉ
Ｓ
に
お
け
る

一
九
九

一
年
以
降
の
経
済
統
合

の
動
き
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
れ
は
、
ソ
連
と

い
う

一
つ
の
国
家
の
解
体
と
独
立
国
家
間
の
経
済

統
合
が
複
雑
に
絡
み
合
う
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
。

経
済
統
合
に
お
け
る
佳
嘗
〔は
貿
易
を
め
ぐ
る
問
題

で
あ
り
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
枠
組
み
、
あ
る
い
は

「
ュ
ー

ラ
シ
ア
経
済
共
同
体
」
（
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス

タ
ン
）
や

「
ロ
シ
ア

・
ベ
ラ
ル
ー
シ
連
合
国
家
」

の
枠
組
み
、
さ
ら
に
は
、
昨
年
九
月
に
ロ
シ
ア
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の

四
カ
国
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た

「共
通
経
済

空
間
」
の
枠
組
み
で
、
自
由
貿
易
地
域
を
創
設
す

る
こ
と
な
ど
が
目
標
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

輸
出
入
品
に
対
す
る
関
税
や
間
接
税
の
課
税
問
題

に
つ
い
て
関
係
国
間
で
の
合
意
形
成
は
容
易
で
は

な
く
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
全
体
の
枠
組
み
で
は
、
現
時
点
に

お
い
て
も
自
由
貿
易
地
域
が
実
現
さ
れ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
。

ヽ

●

貧
石
油

・
ガ
ス
の
輸
出
国
と
輸
入
国

Ｃ
Ｉ
Ｓ
諸
国
間
の
貿
易
で
重
要
な
位
置
を
占
め

る
の
は
、
石
油

・
天
然
ガ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー

・
鉱
物
資
源
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
ソ
連
は
石
油
と
天

然
ガ
ス
の
生
産
で
世
界
第

一
位
の
座
を
占
め
る
大

産
出
国
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ソ
連
構
成
共
和
国

の
な
か
で
の
石
油

・
ガ
ス
生
産
分
布
に
は
大
き
な

偏
り
が
あ
っ
た
。
表
１
に
は
、　
一
九
九
二
年
に
お

け
る
Ｃ
Ｉ
Ｓ
諸
国
の
石
油
・ガ
ス
需
給
状
況
を
示

し
た
。
同
表
か
ら
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ

一
二
カ
国
は
、
石
油

・
ガ
ス
の
需
給
関
係
に
よ
っ
て
次
の
三
つ
に
大
別

さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

①
産
出
国
―

自

シ
ア
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ

ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
。

②
大
輸
入
国
―
―
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー

ンヽ
。③
小
輸
入
国
―

グ
ル
ジ
ア
、
モ
ル
ド
ヴ
ア
、

ア
ル
メ
ニ
ア
、
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス
タ

ン
。こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
各
国
の
経

済
体
制
の
転
換
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
同
時
に
、

Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
経
済
統
合
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
各
国
の

立
場
の
違
い
を
規
定
す
る
大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ

と
な

っ
た
。

⑨
石
油

・
ガ
ス
取
引
の
変
化

表
２
に
は
、
二
〇
〇
二
年
の
Ｃ
Ｉ
Ｓ
各
国
の
石

油

・
ガ
ス
取
引
関
係
を
示
し
た

（ト
ル
ク
メ
ニ
ス

タ
ン
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
近
年
こ
の
種
の
デ
ー

タ
を
Ｃ
Ｉ
Ｓ
統
計
夭苔
只
会
に
提
出
し
て
お
ら
ず
、

両
国
の
生
産
量
は
Ｂ
Ｐ
資
料
に
よ
る
）。
表
１
と

表
２
を
比
べ
る
と
、
こ
の
一
〇
年
間
の
変
化
の
大

き
さ
が
あ
ら
た
め
て
実
感
さ
れ
る
。
と
く
に
、
ロ

シ
ア
の
Ｃ
Ｉ
Ｓ
域
内
輸
出
の
激
減
が
日
立
っ
て
い

る
。
ロ
シ
ア
の
生
産
は
、
こ
の
一
〇
年
間
に
石
油

が
五
％
、
ガ
ス
が
七
％
減
少
し
た
だ
け
で
あ
る
が
、

Ｃ
Ｉ
Ｓ
向
け
輸
出
は
、
と
も
に
ほ
ぼ
半
減
し
た
。

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
ロ
シ
ア
の
Ｃ
Ｉ
Ｓ
域
外
輸

出
は
、
石
油
が
二

・
四
倍
増
、
ガ
ス
が

一
・
五
倍

増
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
ロ
シ
ア
の
輸
出
に
占

め
る
Ｃ
Ｉ
Ｓ
域
内
輸
出
の
割
合
は
、
石
油
に
つ
い

て
は
五
二
％
か
ら

一
七
％
に
、
ガ
ス
に
つ
い
て
は

五
三
％
か
ら
二
八
％
に
大
き
く
減
少
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
域
外
輸
出
を
拡
大
す
る
傾
向
は
、

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
石
油
輸

ヽ_
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表 l CiS諸国の石油 。天然ガス需給 (1992年 )

(出所)CIS統計委員会・ロシア国家統計委員会公刊資料

(注)輸入についてはCIS域外からの輸入データが得られないが、ほとんどな
か

(100万
ったと考えられる。

消費=生産一輸出+輸入。自給率=生産/消費。
バ

二

一

ル

メ

ル

イ

ア

シ 出
に
つ
い
て
も
見
て
と
れ
る
。

こ
の
結
果
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
石
油

・
ガ
ス
輸
入
国
は
、

輸
入
の
著
し
い
削
減
を
被
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と

り
わ
け
、
大
輸
入
国
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ベ
ラ

ル
ー
シ
に
お
い
て
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
諸
国

（ほ
と
ん
ど

が
ロ
シ
ア
）
か
ら
の
石
油
輸
入
が
そ
れ
ぞ
れ
四
八

％
と
二
九
％
減
少
し
、
ガ
ス
輸
入
が
そ
れ
ぞ
れ
三

八
％
と
二
％
減
少
し
た
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
ガ
ス
輸

入
が
微
減
に
留
ま
っ
た
こ
と
は
、
同
国
の
対
口
政

策
の

「成
果
」
と
言
え
よ
う
か
。
輸
入
の
減
少
は
、

消
費
の
減
少
に
直
結
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ベ
ラ
ル

ー
シ
で
は
、
石
油
消
費
が
そ
れ
ぞ
れ
四
六
％
と
二

六
％
、
ガ
ス
消
費
が
そ
れ
ぞ
れ
三
四
％
と
二
％
減

少
し
た
。　
一
〇
年
間
で
こ
れ
だ
け
の
消
費
削
減
を

被

つ
た
こ
と
が
、
両
国

（と
く
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

の
経
済
に
与
え
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

●
｝す
一親
陰
晦同
一題

ロ
シ
ア
の
Ｃ
Ｉ
Ｓ
向
け
石
油

・
ガ
ス
輸
出
削
減

の
主
因
の
ひ
と
つ
は
、
輸
入
国
側
の
支
払
能
力
の

問
題
で
あ
る
。
ソ
連
時
代
に
は
構
成
共
和
国
間
の

石
油

・
ガ
ス
の

「貿
易
」
は
、
実
際
に
は
、　
一
つ

の
国
家
に
お
け
る
国
有
企
業

・
組
織
の
間
で
の
取

引
で
あ
り
、
支
払
な
ど
は
問
題
に
成
り
得
な
か
っ

た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
当
時
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

国
内
で
極
め
て
安
価
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
石
油

の
国
内
生
産
者
価
格
は
、
段
階
的
引
き
上
げ
が
始

ま
っ
た

一
九
九
二
年
の
平
均
で
み
て
も
、
世
界
市

場
価
格
の
八
％

（
一
バ
レ
ル
当
り

一
・
六
ド
ル
）

に
過
ぎ
な
か
っ
た

（ロ
シ
ア
国
家
統
計
委
員
会
公

刊
資
料
な
ど
に
基
づ
く
筆
者
に
よ
る
計
算
値
）。

こ
の
よ
う
に
、
ソ
連
時
代
に
は
、
構
成
共
和
国
各

国
は
安
価
な
石
油

・
ガ
ス
を
潤
沢
に
消
費
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
安
価
な
石
油

・
ガ
ス
は
、
各
国
の

非
効
率
な
産
業
を
支
え
る
普
遍
的
補
助
金
の
役
割

を
果
た
し
た
。

し
か
し
、　
一
九
九
二
年
以
降
、
ロ
シ
ア
の
石
油

の
国
内
価
格
は
急
速
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
同
時
に
、

Ｃ
Ｉ
Ｓ
向
け
輸
出
価
格
も
引
き
上
げ
ら
れ
た
。　
一

九
九
三
年
に
は
石
油
の
Ｃ
Ｉ
Ｓ
域
内
輸
出
価
格
は

Ｃ
Ｉ
Ｓ
域
外
輸
出
価
格
の
四
七
％

（
一
バ
レ
ル
当

り
六

・
七
ド
ル
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、　
一
九
九

七
年
に
は
こ
の
比
率
が
八
八
％

（同

一
四

・
ニ
ド

ル
）
に
達
し
た
の
で
あ
る

（ロ
シ
ア
国
家
統
計
委

員
会
公
刊
資
料
）。

こ
の
よ
う
な
著
し
い
価
格
引
き
上
げ
に
ウ
ク
ラ

イ
ナ
や
ベ
ラ
ル
ー
シ
な
ど
外
貨
収
入
の
乏
し
い
国

々
が
耐
え
ら
れ
る
わ
け
が
な
く
、
ロ
シ
ア
と
こ
れ

ら
の
国
々
と
の
間
、
あ
る
い
は
、
ロ
シ
ア
の
石
油

・
ガ
ス
企
業
と
こ
れ
ら
の
国
々
の
企
業
と
の
間
で

支
払
が
滞
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
た
。
し
た
が
っ

て
、
ロ
シ
ア
の
石
油

。
ガ
ス
企
業
が
Ｃ
Ｉ
Ｓ
域
外

へ
の
輸
出
を
選
好
し
た
の
は
極
め
て
合
理
的
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。

ぞ
関
税

。
問
接
種
の
理
眸覗
間
埋

「中
立
」
指
向
の
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
を
除
い

て
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
各
国
は
Ｃ
Ｉ
Ｓ
全
体
あ
る
い
は
そ

の
う
ち
の
数
力
国
の
な軋
囲
で
、
自
由
貿
易
地
域
創

設
を
目
指
す
動
き
を
み
せ
た
。
以
下
で
は
、
こ
う

し
た
動
き
と
輸
出
入
品
に
対
す
る
関
税

・
間
接
税

の
課
税
問
題
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
よ
λゝ

こ
こ
で
、
石
油

（あ
る
い
は
天
然
ガ
ス
）
の
輸
出

国
を
ロ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
の
国
内
価
格
中を
Ｄ
と
し
、

輸
入
国
を
Ａ
、
Ａ
国
国
内
に
お
け
る
輸
入
石
油

（あ
る
い
は
天
然
ガ
ス
）
の
価
格
を
Ｐ
と
す
る

（単
純
化
の
た
め
、
貿
易
を
仲
介
す
る
商
業
会
社

と
輸
送
会
社
の
利
潤
や
費
用
は
ゼ
ロ
と
仮
定
す

る
）。

①
Ａ
国
が
Ｃ
Ｉ
Ｓ
域
外
の
国
の
場
合

（仕
向
地
主

義
課
税
原
則
）

Ｐ
＝
Ｄ
＋
ロ
シ
ア
の
輸
出
関
税
＋
Ａ
国
の
輸
入

関
税
＋
Ａ
国
の
間
接
税

②
Ａ
国
が
Ｃ
Ｉ
Ｓ
加
盟
国
で
あ
る
が
、
ュ
ー
ラ
シ

ア
経
済
共
同
体
に
は
加
盟
し
て
お
ら
ず
、
原
産
地

主
義
課
税
原
則
が
適
用
さ
れ
る
場
合

Ｐ
＝
Ｄ
＋
ロ
シ
ア
の
輸
出
関
税
＋
ロ
シ
ア
の
間

¨
ン一グ ア

ス

ズ

ス

|、

、|し

CiS域内
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CiS諸国の石油・天然ガス需給 (2002年

2336 (出所)CiS統計委員会公刊資料
など。

…  (注 )'肖費と自給率の定義は表 1に同じ。
(100万 t)

ルバイジャンア

接
税

③
Ａ
国
が
Ｃ
Ｉ
Ｓ
加
盟
国
で
あ
る
が
、
ュ
ー
ラ
シ

ア
経
済
共
同
体
に
は
加
盟
し
て
お
ら
ず
、
仕
向
地

主
義
課
税
原
則
が
適
用
さ
れ
る
場
合

Ｐ
＝
Ｄ
＋
ロ
シ
ア
の
輸
出
関
税
＋
Ａ
国
の
間
接

税

④
Ａ
国
が
Ｃ
Ｉ
Ｓ
と
ュ
ー
ラ
シ
ア
経
済
共
同
体
の

加
盟
国
で
あ
り
、
原
産
地
主
義
課
税
原
則
が
適
用

さ
れ
る
場
合

Ｐ
＝
Ｄ
＋
ロ
シ
ア
の
間
接
税

⑤
Ａ
国
が
Ｃ
Ｉ
Ｓ
と
ュ
ー
ラ
シ
ア
経
済
共
同
体
の

加
盟
国
で
あ
り
、
仕
向
地
主
義
課
税
原
則
が
適
用

さ
れ
る
場
合

Ｐ
＝
Ｄ
＋
Ａ
国
の
間
接
税

こ
こ
で
、
仕
向
地
主
義
課
税
原
則
と
は
、
間
接

税
が
輸
出
品
に
対
し
て
は
課
税
さ
れ
ず
、
輸
入
品

に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
方
式
で
あ
り
、
世
界
各
国

の
通
常
の
貿
易
関
係
に
お
い
て
適
用
さ
れ
て
い
る

方
式
で
あ
る
。
ま
ず
、
仕
向
地
主
義
課
税
原
則
の

①
、
③
、
⑤
を
比
べ
て
み
よ
■ヽ

Ｃ
Ｉ
Ｓ
諸
国
に

お
い
て
は
早
い
時
期
か
ら
原
則
的
に
輸
入
関
税
が

免
除
さ
れ
て
い
た
の
で
、
Ｐ
は
①
よ
り
も
③
に
お

い
て
安
く
な
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
を
は
じ
め
、
Ｃ

Ｉ
Ｓ
の
多
く
の
国
で
は
、
石
油

・
ガ
ス
を
含
む
多

く
の
品
目
に
輸
出
関
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

自
由
貿
易
地
域
が
基
本
的
に
実
現
さ
れ
て
い
る

「
ユ
ー
ラ
シ
ア
経
済
共
同
体
」
に
お
い
て
は
輸
出

関
税
が
免
除
さ
れ
て
い
る
の
で
、
Ｐ
は
③
よ
り
も

⑤
に
お
い
て
安
く
な
る
。
こ
こ
に
、
各
国
が
自
由

貿
易
地
域
を
指
向
し
た

一
因
が
あ
る
。

次
に
、
原
産
地
主
義
課
税
原
則
と
は
、
間
接
税

が
輸
出
品
に
対
し
て
課
税
さ
れ
、
輸
入
品
に
対
し

て
は
課
税
さ
れ
な
い
方
式
で
あ
る
。
こ
れ
は
経
済

統
合
の
進
ん
だ
Ｅ
Ｕ
で
目
指
さ
れ
て
い
る
方
式
で

あ
る
が
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
は
元
々
一
つ
の
国
家
で
あ
っ
た

た
め
、
当
初
は
こ
の
方
式
が
適
用
さ
れ
た
。
②
と

③
の
違
い
、
の
と
⑤
）の
違
い
は
、
間
接
税
収
入
が

ロ
シ
ア
の
も
の
と
な
る
か
輸
入
国

（Ａ
国
）
の
も

の
と
な
る
か
に
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
多
く
の
国
で
は
、

間
接
税
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
付
加
価
値
税
の
税

率
が
二
〇
％
前
後
と
高
い
た
め
、
こ
の
収
入
が
ど

ち
ら
の
国
の
も
の
と
な
る
か
は
、
各
国
財
政
に
と

つ
て
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。

⑮
聞
捨
｝覆
郵一軒一覗
闘
聾
曇
菫
一語

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
は
じ
め
と
し
て
、
ロ
シ
ァ
以
外

の
Ｃ
Ｉ
Ｓ
各
国
は
、
次
第
に
仕
向
地
主
義
課
税
原

則
へ
の
移
行
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
原
産

地
主
義
か
ら
仕
向
地
主
義
へ
の
移
行
と
い
う
の
は
、

一
国
の
中
で
の
取
引
関
係
か
ら
、
通
常
の
独
立
国

家
間
の
取
引
関
係
に
移
行
す
る
こ
と
を
意
味
し
、

こ
れ
に
よ
り

一
つ
の
国
家
の
解
体
が

一
歩
進
む
こ

と
を
意
味
し
た
。
皮
肉
な
こ
と
は
、
こ
の
解
体
の

問
題
が
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
全
体
を
自
由
貿
易
地
域
に
す
る

と
い
う
経
済
統
合
を
進
め
る
交
渉
の
な
か
で
、
大

き
な
争
占
に̈
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
問
題
が
足
枷
と
な
っ
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
全
体
の

自
由
貿
易
地
域
構
想
は
、　
一
九
九
四
年
か
ら
五
年

間
ほ
と
ん
ど
進
展
し
な
か
っ
た
が
、　
一
九
九
九
年

か
ら
交
渉
が
再
び
精
力
的
に
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
二
〇
〇
二
年
以
降
、
よ
う
や
く
妥
協
が
成
立

し
よ
う
と
し
て
い
る

（詳
し
く
は
、
冒
頭
に
掲
げ

た
拙
稿
参
照
）。
間
接
税
の
課
税
に
つ
い
て
は
、

仕
向
地
主
義
課
税
原
則
に
移
行
す
る
こ
と
で
基
本

的
に
決
着
す
る
方
向
と
な
っ
た
が
、
ロ
シ
ァ
の
強

い
要
求
で
、
二
つ
の
品
目
が
例
外

（原
産
地
主
義

課
税
原
則
の
適
用
継
続
）
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ

た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
取
引
額
の
大
き
い
こ
の
二

つ
の
品
目
が
、
問
題
の
焦
点
と
な
っ
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
品
目
と
は
、
詈
甲
つ
ま
で
も

な
く
、
石
油
と
天
然
ガ
ス
で
あ
る
。

（た
ば
た
　
し
ん
い
ち
ろ
う
／
北
海
道
大
学
ス

ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）
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